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初めま して 私は事故が発生 した年の

6月 か ら夏まで福島第一原発で働いた長

崎県に住む者です。     1
出発当 日、従事す るメンバァが集め ら

れま した。皆何の知識 もな く、他の人達

が どんな人柄かなどわか らず全てが手探

りの状況で、尚更不安が増 したのは言 う

までもあ りません。

出勤のチエック、その 日の体調のチェ

ック、当 日自分が配属 され る班、場所、

作業内容な どチェック内容が二重にも四

重にもあ ります。

ミスが積み重なると「使 えなぃ人間」

として判断 されていきます。

放射能 を浴び る危険な仕事ですか ら中

間業社 としては順応出来ない人間は従事

させません。

高線量を浴び る作業に順応出来ない作

業員が比較的安全な低線量の作業を終え、

ポツ リと「今 日は暑かつた とか苦 しかつ

た」 とか言お うものな ら「仕事もできな

い くせに !じ やあ線量浴びてこいよ !J

な どフラス トレーシ ョンのはけ口が一斉

にその人間に向かいます。

それは放射能の作業に従事す る恐怖が心

の奥底にあ り、良い人 も悪 くなつていき

ます。

私は初 日で 自覚 しま した。誰かが優 しく

教えて くれ る、そんな訳はあ りません。

ここは戦場なんです。それぞれの人が自

分の事で精一杯で人に気使 つた りす る余

裕はないんです。

3月 当初か らいる古参の作業員の方に

言われま した。「自分の身は自分で守れ。

ここは全て 自己責任だか ら。助けて上げ

た くても作業に入つた ら無理だか ら」

冷たいよ うですがその言葉 を自分 自身

後々痛感 してい く事にな ります 。

私は高線量地域で も働 き、上下の下着、

タイベ ックニ枚、綿手、頭 巾、ゴム手三

枚、軍足三枚、足カバー、フルマスクの

装備。
‐
最初の頃はマスクの装着が甘 くて空気が

入 り曇って しまい前が見えな くなつた り、

内部被爆 をす る事を恐れ、逆にきつ きつ

に絞めすぎて頭が痛 くなつた り鼻が痛 く

なる位絞めすぎた り。

季節は夏で気温 30度 以上。アィラック

とい うカ ッパの装備 の場合 |ま最悪です。

正直暑 さで死ねます。敷地内に入 ると ト

イ レもままな りませ ん。

そ して、してはいけない事、覚えなけれ

ばいけない事は山積み。未知なるもの と

い うか 目に見えない被爆への恐怖。

そ して一番求められ るもの「早 く !」「早

く !J「 早 く !Jそ こにいればいるだけ多

かれ少なかれ放射能を浴びて しま う実情。

最悪です。何度 も繰 り返 しますが本当に

嫌 なくらい原発事故の恐ろ しさ、収束の

大変 さを事あるごとに感 じさせ られます。

これほどきつい仕事を したのに、私は約

束通 りの賃金をもらえず、危険手当も全

て ピンはね されて しまいま した。賃金は

1日 1万 1千 円で した。

私は福島原発で働いたか らといつて大き

な金額 を望んでいるわけではあ りません

で したが、今回のような扱いを受 けてあ

ま りにも情がない と感 じま した 3

泣 き言 にはな りますが 自分に も家族 が

お り子供 も 3人 います。

月々の家族の生活費、車の重量税、厳 し

い時に助 けて貰った友人への返済

稼がなければな りませんで した し充てに

していま した。

だか らこそ尚更、悔 しい し納得出来ない

のです。
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